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起 工 式

～水道橋移転へ～

平成２３年２月１９日 さいかち坂校舎（仮称）にて



２月１９日，さいかち坂校舎（仮称）にて起工式が行われました。
さいかち坂校舎（仮称）は，地上８階，地下１階の校舎として平成２４年２月末に完成予定，４月より
１年生が学ぶとのことです。
場所は，水道橋－御茶ノ水の中間，線路沿いのさいかち坂を登ったところにあります。通学には，坂
を登らない分御茶ノ水駅（御茶ノ水橋口）の方が近く感じるようです。

さいかち坂の名前の由来は，坂にある標識に

この坂を皀角坂といいます。『新撰東京名所図会』には「駿河台鈴木町の西端より土堤に沿い
て，三崎町の方に下る坂なり」とかかれています。名称については，『新編江戸志』に，「むかし
皀角樹多くある故に，坂の名とす。今は只一本ならではなし」とかかれています。「サイカチ」
とは野山にはえる落葉高木で，枝にとげが多く，葉は羽状形で，花も実も豆に似ています。

と書かれています。
「今は只一本ならではなし」と書かれていますが，現在坂上近く校舎正面の少し水道橋よりに名前の
由来となる木があります（写真）。

近くには，東京医科歯科大学，日大歯学部があり環境は稲毛とは大きく変わると思われます。
これからも，校舎のこと，周辺の様子など紙面において報告していきます。

さいかちの木 水道橋側よりさいかち坂 御茶ノ水駅よりかえで通り

校舎予定地より水道橋方面を望む 東京医科歯科大学 日大歯学部付属病院



巻 頭 言

昨年は，東京歯科大学創立１２０周年の年にあたり，大
学と同窓会が協調して記念事業等に取り組んで成功を収
めました。
また，記念事業の一環として大学の水道橋への移転と
いうプロジェクトが進められております。来年（平成２４
年）には，「さいかち坂校舎」で１・２年生の授業が始
まるという事で，もう目の前まで来ている現実でござい
ます。
同窓会といたしましても，大学が行なっております「血
脇記念ホール」および「東京歯科大学ミュージアム」（仮
称）の設備・建築費という目的の為の「ご寄付のお願
い」に対して先般，皆様へご協力のお願いを致しまし
た。ここに改めて，我々の原点である母校を物心両面で
支える為にご協力の程を，よろしくお願いいたします。
平成２１年度から，大山執行部が進めてまいりました会

員目線での同窓会改革が平成２２年度にまず「同窓会改革
検討特別委員会」を立ち上げ答申書を受け，理事会で慎
重審議いたしました。それをうけ「会則検討特別委員
会」を立ち上げ，中間答申が出され，評議員会を経て，
本年度から形となり現れてまいりました。その一つとし
て執行部の再編があります。これまで８部で構成されて
おりました各部を総務・厚生部，会計部，渉外部，広報
部，事業推進部の５部へ統合されました。この中で担当
いたしております事業推進部は，これまでの学術部と保
険部が統合されただけではなく，大学との連携事業の検
討（本年度はTDCインプラントセミナー・マスター
コースとして，本学の基礎系・臨床系の教授及び准教授
で構成された講師陣で行なう），若手同窓会員支援の研
修会の企画運営（昨年度は医事処理の事例を軸としてカ
ルテ記載と学術的対処を卒後５年目程度の会員を対象と
して行った，本年度もその流れを踏襲する），シンクタ
ンク機能の推進を図る等（本年度は，同窓会フォーラム
「国民に最良の歯科医療を提供するために」として日本
型医療制度を探るために文化人類学者の波平恵美子お茶
の水女子大名誉教授を交え行う）の多岐にわたる事業を
抱えております。
また執行部は，さらなる同窓会改革推進のために以下
の３チームを持ってあたります。第一に会則検討チーム
として，会員資格・会費・その他会務運営上の問題を検
討し，変更を行なうべき会則を把握する。第二に改革実
行チームとして，在校生へのアプローチ，クラス会との
連携，支部との情報ネットワークの連携強化，臨床研修
医会員の特定化と支援，そして移動連絡を確保する。第
三に機構改革チームとして昨年の評議員会で協議された
①執行部役員について②評議員のあり方について③地域
支部連合会の役割について等の機構改革を推進する。
このように，これまで階段を一歩づつ昇るように慎重
に改革を進めてまいりました。これからも会員の先生方
の積極的なご意見を頂き，より良い改革を目指したいと
思います。現在，かなりの支部との情報ネットワークが
構築されております。活用していただきご意見をお寄せ
下さい。
東京歯科大学同窓会は，会員数では及ばない大学同窓
会がありますが，優秀な人材を多く抱えているという点
では，他の追従を許さないと考えております。会員の先
生方のご支援を賜り，「強い同窓会」を目指して参りた
いと思います。

同窓会の機構改革

事業推進部常任理事

中 西 国 人

1



お 知 ら せ

同窓会事業・行事

理事会より
●新しい年度をむかえ第１回の理事会が開催されました。改革元年といいま
しょうか，この平成２３年度から同窓会改革がスタートしました。特に執行
部の会務執行機構が８部から５部に再編成され，新たに事業推進部ができ
ました。

●第３９回全国ゴルフ大会
と き 平成２３年９月１５日（木）
ところ 武蔵カントリー豊岡コース（埼玉県）

●平成２３年度東京歯科大学同窓会評議員会・定時総会
と き 平成２３年１１月２６日（土）
ところ 如水会館（千代田区一ツ橋２－１－１）

●TDC卒後研修セミナー２０１１プログラム

●TDCインプラントセミナー・マスターコース
開催日程 �５月１４日（土）・１５日（日）

�６月１８日（土）・１９日（日）
�７月１６日（土）・１７日（日）
�９月３日（土）・４日（日）
�１０月１日（土）・２日（日）

問い合わせ先：東京歯科大学同窓会学術部
Tel.０３－５２７５－１７６１

東京歯科大学同窓会フォーラム
『国民に最良の歯科医療を提供するために』
～日本人の健康観と日本型歯科医療制度を探
る～ ２月２０日（日）

卒研セミナー
№１ イブニングセミナー

『iPad を使った患者さんとのコミュニ
ケーション』
～臨床記録の保存と活用～３月２４日（木）

№２ 実習セミナー
『攻めのTBI とフッ化物の応用』
～治療を目的とした，知って得するテク
ニック～ ４月２４日（日）

№３ ディスカッションセミナー
『義歯の設計を考える』
～診るポイントとは～ ６月２６日（日）

№４ イブニングセミナー
『スタンダードプリコーション』
～感染に対する正しい知識～

９月８日（木）
№５ 実習セミナー

『床型装置と咬合育成』
～介入時期と介入方略～ １１月２７日（日）
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地域支部連合・支部関係

母校関係行事・案内

●地域支部連合会会長の交代
平成２３年１月１日付
東北地域支部連合会 松山 陽一 氏（昭３４卒）

前連合会長 鈴木 雅夫 氏（昭４４卒）
関東地域支部連合会 大森 淨二 氏（昭４７卒）

前連合会長 成田 賢二 氏（昭４３卒）
信越地域支部連合会 池田 守人 氏（昭５０卒）

前連合会長 高垣 順吉 氏（昭４２卒）

東海地域支部連合会 柘植 敏生 氏（昭４４卒）
前連合会長 国島真希子 氏（昭５１卒）

九州地域支部連合会 渡邊 修志 氏（昭３５卒）
前連合会長 副島 洋二 氏（昭５３卒）

●支部長交代
平成２３年１月１日付
茨城県支部 小鹿 典雄 氏（昭４９卒）

前支部長 山口 忠夫 氏（昭３９卒）
千代田支部 川上 光一 氏（昭５１卒）

前支部長 山田 茂子 氏（昭４７卒）
日本橋支部 山 滋 氏（昭５４卒）

前支部長 南部 弘実 氏（昭５２卒）
足立支部 茂木 元介 氏（昭５３卒）

前支部長 片桐 博陽 氏（昭５０卒）
深川支部 大浦 好章 氏（昭５５卒）

前支部長 和泉 正行 氏（昭４６卒）

城東支部 市川 邦彦 氏（院５７卒）
前支部長 丹沢 朝彦 氏（昭５３卒）

北信支部 小宮山能康 氏（昭５２卒）
前支部長 水橋 巖 氏（昭４３卒）

東信支部 土屋 栄良 氏（昭４９卒）
前支部長 佐藤 秀道 氏（昭４５卒）

南信支部 池田 守人 氏（昭５０卒）
前支部長 松野 文昭 氏（昭４８卒）

中信支部 飯島 和彦 氏（昭４２卒）
前支部長 竹内 忠彦 氏（昭３９卒）

平成２３年１月２２日付
芝支部 鮎瀬 公彦 氏（昭５２卒）

前支部長 近藤 保 氏（昭４８卒）

●平成２３年度東京歯科大学入学試験
一般入学試験（Ⅱ期）
大学入試センター利用試験（Ⅱ期）
編入学試験 平成２３年３月１２日（土）
詳細は３７７号（８月号）１１～１２頁に記載

●第１１６回東京歯科大学卒業証書・学位記授与式
と き 平成２３年３月１７日（木）午前１０時
ところ 東京歯科大学千葉校舎講堂

●平成２３年度東京歯科大学入学式
と き 平成２３年４月５日（火）午後１時
ところ 東京歯科大学千葉校舎講堂

●東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒業式
と き 平成２３年３月１１日（金）午後１時
ところ 東京歯科大学千葉校舎講堂

●東京歯科大学歯科衛生士専門学校入学式
と き 平成２３年４月４日（月）午前１０時
ところ 東京歯科大学千葉校舎講堂

お 知 ら せ
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平成２３年度 理事会・常任理事会，卒後研修セミナー，広報部委員会
年 間 開 催 日 程 表

理事会・常任理事会

開催日 区 分

１月１５日（土） 第１回 理事会

２月１６日（水） 第１回 常任理事会

３月１０日（木） 第２回 常任理事会

４月１６日（土） 第２回 理事会

５月１８日（水） 第３回 常任理事会

６月１５日（水） 第４回 常任理事会

７月９日（土） 第３回 理事会

９月１７日（土） 第４回 理事会

１０月８日（土） 第５回 理事会

１１月２５日（金） 第６回 理事会

１２月１７日（土） 第７回 理事会

（理事会７回・常任理事会４回）

１．理事会
土曜日 午後２時３０分
水道橋校舎特別会議室（５階）
（連絡会 午後１時００分）

２．常任理事会
水曜日 午後５時００分
水道橋校舎特別会議室（５階）

TDC卒後研修セミナー２０１１

開催日 研修内容

２月２０日（日） 東京歯科大学同窓会フォーラム

３月２４日（木） 卒研セミナー№１イブニングセミナー・ipad

４月２４日（日） 卒研セミナー№２実習セミナー・TBI

５月１４日（土）
１５日（日）

TDCインプラントセミナー・
マ ス タ ー コ ー ス

６月１８日（土）
１９日（日）

TDCインプラントセミナー・
マ ス タ ー コ ー ス

６月２６日（日） 卒研セミナー№３ディスカッションセミナー・義歯

７月１６日（土）
１７日（日）

TDCインプラントセミナー・
マ ス タ ー コ ー ス

９月３日（土）
４日（日）

TDCインプラントセミナー・
マ ス タ ー コ ー ス

９月８日（木） 卒研セミナー№４イブニングセミナー・スタンダード

１０月１日（土）
２日（日）

TDCインプラントセミナー・
マ ス タ ー コ ー ス

１１月２７日（日） 卒研セミナー№５実習セミナー・咬合育成

１．会 場
水道橋校舎 TDCビル１３F

広報部会報委員会

開催日 作業内容

１月１２日（水） ２月号編集

２月９日（水） ４月号企画

３月１１日（金） ４月号編集

４月１１日（月） ６月号企画

５月１１日（水） ６月号編集

６月１０日（金） ８月号企画

７月１１日（月） ８月号編集

８月２２日（月） １０月号企画

９月１２日（月） １０月号編集

１０月１２日（水） １２月号企画

１１月１１日（金） １２月号編集

１２月２日（金） 平成２４年２月号企画

平成２４年
１月１１日（水） ２月号編集

編集・企画会議

１．時 間
午後７時００分

お 知 ら せ
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総務・厚生部より

「高齢会員の基準変更と会費免除」について

平成２４年から，クラス会毎に会費免除
平成２２年度評議員会において，高齢者会員についての会則が一部改正になり，同じ卒業学年が一緒に会費が免除に
なるように変わりました。今までは７５歳から高齢会員でしたが，いわゆる早生まれの方も，７４歳で会費免除となりま
す。（巻末の同窓会会則を参照）

既に会費免除の方は勿論，これからも免除
既に，会費免除となっている会員と新たに会費免除となった会員は，次年度以降も会費は免除です。

共済負担金免除会員
従来どおり，８０歳になられた次の年からの免除となります。

会費免除の具体例

平成２３年は，従来どおり昨年（平成２２年）に７５歳になられた会員が新たな会費の免除の対象になります。昭和１０年
に生まれた会員が該当します。
平成２４年からは新しいルールになります。新たに会費免除の対象になる方は，卒後５０年を経過する昭和３６年卒業の
先生方全員です。中には早生まれの方で，７５歳にならなくても会費免除になる方もおります。勿論それ以前に高齢会
員になられた方は，会費免除のままです。

新たに免除となる会員

平成２３年
（２０１１年）

昭和１０年生まれ
（昭和３５年卒でも昭和１１年１月１日から４月１日生まれは対象外）

２４年
（２０１２年）

昭和３６年卒
平成２３年１２月３１日現在で８０歳以上

（昭和３５年卒の昭和１１年生まれも対象）
（既に免除されている）

２５年
（２０１３年）

昭和３７年卒
平成２４年１２月３１日現在で８０歳以上 （既に免除されている）

２６年
（２０１４年）

昭和３８年卒
平成２５年１２月３１日現在で８０歳以上 （既に免除されている）

２７年
（２０１５年）

昭和３９年卒
平成２６年１２月３１日現在で８０歳以上 （既に免除されている）

２８年
（２０１６年）

昭和４０年卒
平成２７年１２月３１日現在で８０歳以上 （既に免除されている）

２９年
（２０１７年）

昭和４１年卒
平成２８年１２月３１日現在で８０歳以上 （昭和１１年生まれの会員）

３０年
（２０１８年）

昭和４２年卒
平成２９年１２月３１日現在で８０歳以上 （昭和１２年生まれの会員）

お 知 ら せ
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お 知 ら せ
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会務アラカルト

支部加入を
同窓会の会則は本年１月から一部
改正になりました。今までの会則は
名簿の巻頭にあるものをご利用いた
だいてきましたが，今回の改正を含
めた新しい会則をこの会報２月号に
載せてありますのでご利用くださ
い。その会則第７条の（所属）で
は，「本会の会員は，その住居地ま
たは業務従事場所の何れかの支部に
所属する。」とあります。ご存知の
ように同窓会組織は本部があり，地
域支部連合会があり，支部がありま
す。会員はそれぞれ支部，地域支部
連合会，本部に所属することになり，
そこでの活動が同窓会活動になりま
す。地域支部連合会は１１あります。
北海道地域支部連合会は１０支部
東北地域支部連合会は６支部
関東地域支部連合会は１６支部
東京地域支部連合会は４１支部
信越地域支部連合会は５支部
東海地域支部連合会は４支部
北陸地域支部連合会は３支部
近畿地域支部連合会は６支部
中国地域支部連合会は５支部
四国地域支部連合会は４支部
九州地域支部連合会は８支部
それに大学支部が加わり全部で１０９
支部編成になっています。
昨年の統計によりますと支部加入
会員は５８１８人，それに対して２４６１人
が支部に加入していません。昨年支
部未加入の先生方にアンケートをと
る機会がありました。回答は１００人
足らずでしたが，少し紹介しましょ
う。まず７３％の人が支部に所属しな
ければならないことを知らなかった
とあります。支部に所属しない理由
の質問に対しては，一位は「しらな
かった」，次が「気にしていなかっ
た」，あとは「そのまま時がたっ

た」，「どこに連絡したらよいかわか
らない」などでした。今後の加入意
志については「ある」が２５％，「少
しある」が１７％でした。アンケート
に協力してくれた先生方ではもっと
高い参加希望の意向を期待していた
のですが，「ある」と「少しある」
とをあわせても４２％と，今後が心配
になってしまいます。さらに別の統
計ですが，年齢別に支部未加入者の
分布をみてみますと，未加入は若い
世代の方が高く，特に平成卒業の先
生方では大変高い数字を示していま
す。このようなことから若手の同窓
活動への参加促進，特に支部加入に
ついては今急いで対応していかなけ
ればならない優先課題であり，若い
先生方におかれましては，足腰の強
い組織作りのためにも，支部加入を
強くお願いする次第です。

事業推進部の誕生
このように足腰の強い同窓会づく
りを目指す同窓会改革は，事業改革
と機構改革に分けることが出来ます
が，今年は事業改革部分がスタート
し，そのための事業推進部ができま
した。新しい事業推進部の委員会構
成は，保険委員会と学術委員会，そ
して新たな大学・同窓連携委員会，
シンクタンク委員会，若手研修委員
会の３委員会，あわせて５委員会と
なりました。保険と学術とに改革関
連の“大学との連携事業”，“シンク

タンク機能”，“若手を考えた研修事
業”を実施するための新しいパート
が加わり，より大きな機能集団へと
変身したのです。
平成２２年度では，同窓会改革事業
は正式なものとして認められていな
かったので，トライアルとして位置
づけられ事業系ワーキンググループ
をつくり担当してもらいました。そ
のときの事業系ワーキンググループ
の構成は，卒後研修セミナーや保険
診療ポケットブック製作に忙しい中
でしたが，旧学術部委員の先生方と
旧保険部委員会の先生方にお願いし
ました。この三つの新設委員会のメ
ンバーは事業系ワーキンググループ
のときと同じで，学術，保険の委員会
を中心にお願いし，さらには他の部
の委員会からも協力してもらいます。
さて，新委員会の仕事ですが，大
学・同窓連携委員会では今年スター
トのインプラントセミナー・マス
ターコースを中心に，シンクタンク
委員会では２月に開催される同窓会
フォーラムの開催，そしてさらに歯
科医療のあるべき姿を追求したり，
旧学術部での研究部活動も積極的に
すすめ，人材育成もしながら，学会
などへの報告，会員の先生方にも情
報提供をしてゆく予定です。また若
手研修委員会では，若手同窓のため
の研修企画はもちろん，若手の支援
のための多彩な企画を考えていく予
定です。

事業推進部
・学術委員会
・保険委員会
・大学・同窓連携委員会
・シンクタンク委員会
・若手研修委員会

学術部

保険部



お知らせ・理事会のうごき

7

今年注目の企画：TDCインプラン
トセミナー・マスターコース
大学・同窓連携委員会は大学と同
窓とが一体化していこうとする要の
委員会ですが，この委員会から新し
いインプラント研修コースが誕生し
ました。土曜・日曜の１０日間コース

で５月にスタートします。何と言っ
ても東京歯科のインプラントのエキ
スパートが集まりました夢の企画と
もいえます。インプラントセミナー
は以前より学術部の卒後研修セミ
ナーで行ってきましたが，今回の大
学との連携強化により本格的な東京

歯科大学発のインプラントセミナー
を企画することができました。患者
さんに信頼のおけるインプラント歯
科医療を提供するために本当の知識
と技術の習得を目的としたインプラ
ントセミナー・マスターコース，今
から楽しみです。

第６回理事会

平成２２年１１月２６日（金）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３１名
議長 大山会長

会長挨拶
二期目の執行部を預かり，難問山積のなか役員各位の
ご協力により無事に一年が過ぎようとしていることに対
する謝意。
明日の評議員会では，解釈の違いにより複雑になる可
能性のある議題を提議している。また母校に対する寄付
に関しても誤解があり様子見の会員が多数いると聞いて
いる。難しい内容もあるが一般会員に理解を得るために
も説明をしなければいけないと考えている。大学からも
資料を提供していただき説明があると思うが，同窓会か
らも逐次状況を出していかなければならないので，役員
一同もご勘案いただき理解を得るようにご協力いただき
たい。

黙 祷
平成２２年１０月１６日から本日までに逝去連絡があった１７
名のご逝去を悼み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告および承認
１）平成２２年１０月１６日から１２月２２日までの日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務部：①支部学術講演会講師派遣交通費支出を
１件報告。②秋の叙勲受章者，同窓会会長賞授賞者
を報告，祝意を表した。

平成２２年秋の叙勲受章者
旭日小綬章 清藤 勇也 氏（青森県・昭和３４年卒）
旭日双光章 盆子原光美 氏（北海道・昭和３７年卒）
旭日双光章 小林 英彌 氏（山形県・昭和３１年卒）
旭日双光章 瀧 義孝 氏（愛知県・昭和３７年卒）
瑞宝双光章 片野光一郎 氏（群馬県・昭和３５年卒）
瑞宝双光章 鳥居 正雄 氏（静岡県・昭和３６年卒）
瑞宝双光章 梶井 文忠 氏（山口県・昭和４０年卒）
平成２２年春の叙勲受章者
旭日双光章 本間 康男 氏（福島県・昭和１８年９月卒）
瑞宝双光章 八田 羽照 氏（千葉県・推薦）
東京歯科大学同窓会会長賞授賞者
最優秀賞 寺川 由比 氏

（平成２２年３月修了・歯科麻酔学講座）
優 秀 賞 大金 覚 氏

（平成２０年３月修了・口腔外科学講座）
優 秀 賞 中村 安孝 氏

（平成２２年３月修了・法歯学講座）
⑵ 会計部：①平成２２年度１０月末執行調べを報告。②
規程に基づき事務職員冬季期末手当支給を報告。
⑶ 渉外部：①１０月に開催された六歯科大学歯学部校
友会同窓会懇談会報告。
⑷ 学術部：①学術部委員会報告。②TDC卒後研修
セミナー２０１０報告。③評議員会時配付予定のTDC
卒後研修セミナー２０１１プログラム報告。
⑸ 広報部：①広報部委員会報告。
⑹ 厚生部：①平成２２年度逝去会員は１１月２２日現在累
計１２５名，規程により弔慰共済金を支給した旨報告。
⑺ 保険部：①保険診療ポケットブックの配布および
その後の活用について報告。
⑻ 情報部：①情報部委員会報告。②TDC同窓会
HPアクセスレポート報告。

理事会のうごき
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⑼ 作業部会：①管理系ワーキンググループ報告。②
事業系ワーキンググループ報告。③情報ネット推進
ワーキンググループ報告。
⑽ 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話会準備会報
告。

各地域選出理事報告
１）戸田理事（北海道）
①北海道地域支部連合会卒後研修会が開催されたこと
を報告。
②来年の連合会総会は９月十勝支部担当により帯広市
で開催予定であることを報告。

２）高橋理事（東北）
①東北地域支部連合会は６月に定例の総会が開催され
ており，その間は個別に支部長と連絡を取ってい
る。寄付に関して一般の先生の状況を報告。

３）長久保理事（関東）
①来年の関東地域支部総会は山梨県担当で９月開催の
予定であることを報告。関係役員に出席の依頼。

４）早速理事（東京）
①東京地域支部連合会支部長会が開催されたことを報告。
②連合会総会開催予定であることを報告。
５）飯島理事（信越）
①信越地域支部連合会は１２月で役員改選となるので，
来年の予定は新執行部が決めることを報告。

６）宮田理事（東海）
特になし
７）宮本理事（北陸）
①来年の北陸地域支部連合会総会は１０月富山県支部担
当により富山市で開催予定であることを報告。

②寄付に関して状況を報告。
③評議員の削減他明日の評議員会に向けての意見を報告。
８）井口理事（近畿）
①近畿地域支部連合会総会が開催され有意義な会で
あったことを報告。

９）山根理事（中国）
①来年の中国地域支部連合会総会は６月島根県支部担
当により松江市で開催予定であることを報告。

１０）久保田理事（四国）
①来年の四国地域支部連合会総会は５月開催予定であ
ることを報告。

１１）濱田理事（九州）
①寄付に関して報告。

協議事項
１）会費，共済負担金納入延期願いについて１件承認。
２）母校創立１２０周年記念事業の協力金について承認。
３）平成２３年度理事会等日程（案）を提案，協議の結果，
承認。
４）平成２２年度評議員会，総会，懇親会の運営について
提案，協議の結果，承認。
５）評議員会において会務処理機構変更が承認されると
平成２３年度より施行されることから，部内の編成，各
部の事業の活動内容，作業部会など，新会則および事
業計画に則り見直しが必要になり，第５回常任理事会
で決定し，活動を始めることが提案され，承認。
６）平成２３年度同窓会主催全国ゴルフ大会日程について
協議，継続審議となった。
７）東京歯科大学同窓会職員就業規則について協議の結
果，承認。

卒後研修セミナー会場のご案内

卒後研修セミナーの会場はこれまで血脇
ホールを利用してまいりましたが，水道橋
移転事業に伴い水道橋校舎１３階のセミナー
室に変更されています。
セミナー室へは大学病院入口の『駅側入
り口』ではなく，白山通りに面した「正面
入り口」の左側からエレベータにお乗り下
さい。

理事会のうごき



【はじめに】
髙橋 いよいよこの２月，水道橋移
転事業の起工式があり，同窓にとっ
ては水道橋移転の状況が具体的に見
えるようになり，みなさんの関心も
益々高まってくると思います。今回
の座談会は同窓会からは大山会長，
そして長い間母校創立１２０周年記念
事業の協力を担当しております関副
会長が出席され，移転の状況，大学
の現況，寄付について，そして同窓
会とのかかわりについて金子学長よ
りお話を頂きたいと思います。
大山 金子学長には公務にお忙しい
中，お時間を頂きありがとうござい
ます。座談会を通して大学の状況を

皆さんにお知らせしたり，移転がこ
のような状況で進捗してるというこ
とを，会員からの声を交えながらお
聞きしたいと思います。
金子 宜しくお願いします。

【水道橋移転事業の起工式】
大山 まず移転ですが，いよいよ２
月の１９日に起工式があり，移転のス
タートとなりますね。
金子 起工式は２月１９日に，さいか
ち坂校舎（仮称）で行います。
リパークの場所は同時着工かどう
かは未定ですが，時期をそう違えず
に行える予定にはなっております。
さいかち坂での起工式は三箇所〔本

館校舎，新館校舎，さいかち坂校舎
（仮称）〕の建築・改修を代表して行
います。ご来賓を含めて約５０名の
方々に工事の安全を祈っていただき
ます。
関 起工することが決まるまで，建
設会社の決定などについても十分に
調べて進めてきたと聞いておりま
す。
金子 はい。まず今回の建築に関し
て，従前とは大きな違いが出発点か
らあります。それは設計監理と施工
を分けたことです。従前は鹿島建設
㈱を指名入札で，設計と監理・監
督，そして施工も全部同社にお願い
いたしましたが，今回は設計と施工

東京歯科大学 創立１２０周年記念事業

東京歯科大学１２０周年記念事業学長座談会

日 時：平成２３年１月３１日
場 所：法人事務局５階 移転準備室

出席者

金子 譲 東京歯科大学学長
大山萬夫 東京歯科大学同窓会会長
関 泰忠 東京歯科大学同窓会副会長
髙橋義一 東京歯科大学同窓会専務理事

9



とを分け，さらに建築会社は入札方
式で決定する意思で始まっています
から，この手順を着々と進行させて
きました。
髙橋 前の移転のときとはずいぶん
違うのですね。
金子 設計会社決定前に財務関連を
専門とする弁護士，公認会計士に東
京歯科大学の実態把握をしてもら
い，可能な返済額と借入金額をまず
検討してもらいました。それでこれ
なら無理ないだろうという額を出し
た上で，設計会社を日本設計㈱に決
め，建築総額をはじき出しました。
平成２０年秋にはリーマンブラザース
による世界不況が始まりましたの
で，本学の財務をまず念頭に置き世
界的な事態の把握に努めながら，初
期計画を大幅に変更するなどフレキ
シブルに対応してきました。専門家
の意見や算定などに基づいて執行部
が素案を作成し本法人が意思決断し
ていくと，こういうやり方をずっと
続けてきました。
入札は，まず国土交通省の公表に
よる日本の建設業界のランクに基づ
いて１０社選びました。その１０社には
今まで教育施設，医療施設を施工し
た実績や会社の財務状況が分かる資
料，そしてこのプロジェクトにかけ
る熱意などを提出してもらい，理事
会にかけて６社に絞りました。スー
パーゼネコン３社，中堅が３社の６

社でした。そして現場説明を１１月に
行い，年末に入札を行いました。提
出資料については熱田理事長と私と
建設担当常務理事の井出副学長の目
の前で開けて金額を確認した上で，
日本設計㈱が内容を持ち帰って精査
しました。そして見積もり条件の詳
細確認などいくばくかのやりとりを
した後で，日本設計㈱に総合評価を
出してもらい，１月開催の理事会に
最終判断を仰ぎ同日の評議員会で承
認を得ました。結果的に最低額入札
の清水建設㈱が，内容的にも最も良
かろうという判断で決定が下されま
した。
大山 なるほど，そういう形で清水
建設㈱に決まったのですね。平成２４
年の新入生がさいかち坂の校舎に入
り，東京歯科大学の水道橋移転が本
格的に始まるわけですね。

【移転後の学生教育について】
関 「水道橋の移転が決定されたの
だから協力するよ」と言う会員の声
が多くなりましたが，中には学生の
カリキュラムはどうなるのかとか，
学生教育についてすごく心配なさっ
てる同窓も多いのですね。そのあた
りのお話を伺えれば，と思います。
金子 教育カリキュラムは，教養，
基礎，そして専門科目がありそれら
を統合した教科目から成り立ってい
ます。現在の歯学教育は，全国の教
育水準を一定に担保するために「コ
ア カリキュラム」が作成されてお
りまして，これを全時間の６割に当
てます。他の４割は各大学自由に行
えるようになっています。水道橋移
転後にはこの大筋は変わりません
が，登院学生は院内実習だけではな
く開業の診療所で体験実習をする計
画もされています。あるいは都内歯
学部との交換授業なども考えられま
す。学部学生，大学院生にとって教
育カリキュラムは大学連携の中で選

択肢が増える利点が水道橋にはあり
ます。３箇所に分かれた教育施設で
のデメリットをご心配されてのこと
と思いますが，学生が授業であちこ
ちと移動することのないカリキュラ
ムにできます。
この６年一貫制という中で最も影
響を被ったのが，教養科目です。こ
れは明らかにもう短縮されている。
新制大学発足に向かって歯学部の教
育年限を決める行政委員会で奥村
鶴吉学長が何を主張したかと。それ
は歯科医学を学ぶ上で，また歯科医
師になるのには６年間が必要で，そ
れは専門教育だけでなくリベラル
アーツが必要なんだと，職人じゃな
いんだと主張いたしました。私はこ
の真理は依然として残っていると
思っています。教養は人の多様性を
理解することで患者さんとのコミュ
ニケーションをとることや医療倫理
の咀嚼に欠かせませんし，また国際
的な活躍のための人としての資質と
して教養は，特に２１世紀知識基盤社
会の中では重要だと考えます。その
教養というのは一体何かといった
ら，いわゆる教養科目を覚えること
ではなく，それらを学ぶことから人
間の営みの歴史を知り，自己を確立
し，批判力をつけ，自分で思考でき
る人に育つためのものだと考えま
す。自らが生きる意義を見つけ出す
努力をすることが人間力をつけてく

東京歯科大学 創立１２０周年記念事業
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れるのでしょう。また，趣味という
わが身の楽しみでもいわゆる教養が
その味を深くしてくれ，広がりを持
たせてくれます。東京歯科大学の卒
業生には，それが十分教育されなく
ても，それが大事なんだと，それは
卒業後だって読んだり見たり聞いた
り触ったりして探究できるのですか
ら。したがって，６年間カリキュラ
ムでの教養科目の配置と授業内容は
さらに討議が必要です。少なくとも
教養が大事なんだっていうことだけ
は植え込んでおく必要があります。
血脇先生のあの「人間たれ」ってい
う言葉は，極めてよい言葉だなと思
います。
髙橋 そうしますとこのような理念
をカリキュラムに反映してゆくとい
うことになりますね。
金子 そうです。カリキュラムの組
み方はいくらでも工夫ができるわけ
です。１９９０年代の高等教育の大綱化
によって昔みたいに文部科学省が１
から１０まで決める時代ではなくなっ
ています。要は工夫をしなければい
い教育はできないという時代になり
ました。私立大学は「建学の精神」
をバックボーンに，多様な個性輝く
魅力的な大学であることが社会から
望まれています。歯学部教育におい
ても同様でして，そこで東京歯科は
強さを発揮しています。東京歯科大
学が少なくとも教育の面では，非常

に先陣を切っている。しかもそれは
全国大学での文部科学省の競争的プ
ログラムにおいてこの６年間で教育
において３プログラムを獲得しまし
た。１プログラムは５００～６００件の応
募から１５％ぐらいの採択率です。こ
のことは全国的に高い評価を得てい
まして，母校があらゆる学部と競争
しながら勝ち取っている先駆性を同
窓は誇りに思っていただけるのでは
ないでしょうか。また，歯科医師国
家試験対策は本来の大学教育の中に
組み入れていて，予備校化した準備
のなかでの合格率ではありませんの
でこの面でも母校の健闘にご安心い
ただいていいと思います。

【受験状況と水道橋移転】
大山 近年受験戦争の中で歯科を希
望する人はかなり少なくなってきて
いますが，東京歯科大学は今年，か
なり多い応募があったと聞いていま
す。その中で東京歯科が応募者から
どう見られたかということが，今度
の移転とかなり関係してくると思う
んです。そのあたりお話を伺えれ
ば。
金子 そうですね。これは，今の応
募状況から受験生はかなり水道橋で
の勉学を意識していると思います
ね。各歯科大学・歯学部が行ってい
る対策は２つで，募集定員削減と学
納金の減額です。特に学納金は私立
１７校のうち減額しなかったのはわず
か３校（日歯，日大，東歯）にすぎ
ません。そのほか様々な特典をつけ
て学生を集めています。これから歯
科医療の質がより求められるところ
で，素養が適切でない学生が多数入
学したとすれば，今後大きな問題が
継続することになります。東京歯科
大学は過日一般入学試験Ⅰ期が終了
しましたが，昨年の５割増しの受験
生でした。東京歯科大学の受験動機
が歯科医師国家試験の高い合格率が

第１の理由であることは聞き取りで
明確なのですが，それに付加されて
東京での就学をあげている受験生は
多かったとのことです。
髙橋 移転ですか。
金子 移転です。国家試験の合格率
というのは，これはもう例年，私立
ではトップですから。それから全体
２９校の中では５位，４位，３位と，
順次上げてきていますけども，いず
れにしてもトップクラスですよ。で
すので，その長年にわたる国家試験
の実績がもちろんあります。同時に
東京移転がかなりの要因になってい
ると思っています。昨年の受験生ガ
イダンスでは，実際に「必ず東京に
来るのですか」と確かめられたり，
「だったら行きます」とか「受けさ
せます」ということが多かったと報
告されています。
関 今の学生は自分の将来のことを
考え，大学の教育方針が本人の希望
している方向に向いているか，とか
いろいろなことを充分リサーチして
います。そういう面で都心に移転す
るというのは受験生にとってはかな
り影響すると思いますね。また，あ
る大学は大幅に学費を下げてきてい
るのですが，東京歯科はそういうこ
とはなさらない。
金子 学納金減額は本学にとっても
必要な措置と考えています。しか
し，移転計画が進展している過程で
の財務負担は避けるべきと考えます
ので中長期的な計画性を持った中
で，対応していきたいと思います。
もともとバブルのああいう好景気，
あるいは活性のある時代の時期で設
定した学費ですので。低経済時代に
なると，過去の好景気状態のころの
学費は，社会にそぐわないと私は
思っています。水道橋移転での大き
な課題は低経費運営ですので，全体
の財務構造変革が今後強く求められ
ます。
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【大学と同窓】
関 リパーク駐車場のところに新校
舎ができ，そこに血脇記念ホール，
それとミュージアム，歯科の博物館
をつくることになっていますが，や
はり同窓が望むのは，自分たちが大
学に来たときに，どこか自分たちの
いる場所が中にあればいいなとい
う，同窓のサロンみたいなものです
ね。それができれば同窓も学内に
入って，一緒に大学の雰囲気を味わ
え一体化できるのではと考えます
が，いかがでしょうか。
金子 サロンですよね。これは，い
や，われわれも欲しいと思っていま
す。ですから今，第１期計画のとき
にはここだって明確に言えませんけ
ども，少なくとも２期計画にとりか
かったときには，確実に設計に入れ
たいと考えます。また今後，臨床で
も基礎実習でも外部の先生方に教育
支援をお願いしますが，おいでいた
だいたときの部屋としても利用でき
るし，必要なんです。ですからこれ
はいろんな意味で，同窓の方の部屋
というのは，これはなきゃ駄目と
思っています。
大山 研究室へ残った方は，教室へ
行けばいいやって事がありますけ
ど，そうでない方は本当に大学卒業
しちゃうと立ち寄る場所がありませ
んので，是非考えていただきたいと

思います。特に東京歯科は歴史のあ
る大学であり，いろいろな同窓がお
ります。大学と同窓が一体化してゆ
くことがすごく大切と感じていま
す。
金子 おっしゃるとおりで，東京歯
科大学は同窓に立派な方が沢山い
らっしゃいます。それで大学時代か
ら卒業後までという一連のある種の
サポート体制が組み立てられれば，
それは東京歯科大学の強さとなりま
す。したがって，今後は同窓と大学
と一体になってそのような企画を作
り実行することが大切だろうと思っ
ています。
髙橋 ミュージアムについて，どの
ようなものができあがるか情報が少
ないようですが，どのような構想を
お持ちでしょうか。
金子 東京歯科大学ミュージアム
は，水道橋の文化としても意義があ
ると思います。血脇記念ホールは貸
しホールでもありますので，都民の
皆さんが気楽に見てくだされば歯科
の広報的な役割をするだろうと思い
ます。すべての資料を展示できませ
んので，ときには「東京歯科大と
野口英世」とか，「血脇守之助と明
治時代」など企画展示も面白いので
はないでしょうか。また，「歯科の
未来像」などといった小さいけどぴ
りっとした展示をしていけばと思っ
ています。

【募 金】
関 募金の状況はいかがでしょう
か。
金子 学年で言うと６１学年だそうで
すけども，件数は２６１件，７６２１万円
ということです。またクラスから，
それから個人からもご寄付いただい
ています。またご逝去された方から
のご遺志による寄付もいただいてお
ります。

大山 目標の５億円までは遠い数字
ですが，ご協力をありがたく思いま
す。期間はまだ長くありますので多
くの同窓の先生の協力をいただい
て，やはり東京歯科大学の同窓だと
いう意識をもたれて頂ければありが
たいと存じます。
金子 まさに同じ思いでありまし
て，大山会長とともに各地域の同窓
会の集まりには積極的にお邪魔し
て，大学の現状を説明し水道橋移転
に対し絶大のご協力をいただけるよ
うにしてゆきたいと思っています。
関 同窓会としては広報誌やホーム
ページにより情報を会員に伝え，ま
た支部に行って話したりしています
が，会員個々と話してみますと大学
の今の状況はもちろんのこと，移転
することすら知らないとおっしゃる
先生もいらっしゃいます。本日金子
学長のお話を伺い，大学と同窓会が
一体になって，もうちょっと具体的
な動きをこれからしなければいけな
いと実感しました。執行部において
も一丸になり，大学と一緒にこの大
事業を成し遂げてゆきたいと考えて
おります。

【終わりに】
髙橋 本日の対談は同窓からのいろ
いろな疑問や意見を反映できるよう
にすすめてきました。金子先生にお
かれましてもこと細かくしかも丁寧
にご説明いただけたことを深く感謝
いたします。今後対談についても，
いろいろなお話がとりあげられるよ
うに，内容そして出席者について工
夫をして，全同窓が大学創立１２０周
年記念事業をご理解いただき，絶大
なるご協力がいただけるよう企画し
てゆきますので，宜しくお願いしま
す。これにて本日の対談を終了させ
ていただきます。どうもありがとう
ございます。
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支部のうご き

神奈川県支部連合同窓会

平成２２年度定時評議員会・総会・
研修会・懇親会開催
１２月５日（日）ローズホテル横浜に
おいて，平成２２年度定時評議員会・
定時総会・研修会ならびに懇親会が
開催された。
評議員会は午後２時３０分より，
加藤木 健会長の挨拶の後，議長に
佐久間博一評議員会会長，副議長に
村山正之評議員会副会長が選出さ
れ，報告ならびに議事に入った。
各種報告の中で，本年度逝去され
た７名の会員のご冥福を祈り黙祷を
捧げた。その後，諸議案について慎
重なる審議が行われ，採決の結果，
すべての議案が賛成多数で可決承認
された。
定時総会は，加藤木会長の挨拶に
続き，ご来賓としてお迎えした矢﨑
秀昭本部同窓会副会長，金子 譲学
長よりご挨拶いただいた。
次に，慣例により村山評議員会副

会長が議長，佐久間博一評議員会会
長が副議長として登壇され報告事項
へ進んだ。諸報告，諸議案ともに順
調に審議され可決承認され総会は滞
りなく終了した。
続いて研修会に移り，帝京大学法
学部長入澤 肇先生をお招きして
「官僚構造と政治家の役割～国民の
意見を届けるためにはどうすべきか
～」と題してご講演いただいた。
先生は，元官僚，元政治家という
経験を生かし，その視点に立って，
前半は政治官僚構造の特徴について
アカデミックに解説され，「政治家

に必要なことは直感力，決断力，実
行力である。これらのすべては，積
み重ねた努力によって発揮される」
と述べられた。後半は診療報酬体系
のあり方について，「医科，歯科の
格差が大きすぎる事に疑問を感じて
いる。これは役所型の官僚の仕組み
が原因であろうか。これを改善する
には実態調査を行い，結果を分析し
て対策に望むことが必要である」と
大変わかりやすくお話された。最後
に「それぞれの分野で志を高く持つ
精神を忘れないでほしい。それには
強いリーダーシップも必要である」
と結ばれた。
懇親会は午後６時３０分より，矢﨑
同窓会副会長，金子学長をはじめ，
神奈川県歯科医師会より高橋紀樹会
長など多くのご来賓をお招きして開
催された。ご来賓の藥師寺 仁前副
学長，川口 浩衆議院議員からもご
挨拶いただいた後，矢島敏夫本会相
談役の乾杯の発声で開宴し，途中
で，敬老祝賀会員への記念品の贈呈
や新入会員紹介などがあり終始和や
かな雰囲気の中，懇親の輪が広がっ
た。
最後に，毎年恒例の全員で校歌を
斉唱しお開きとなった。

（宇佐美貴弘 記）
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横浜鶴見支部

鶴見東歯会忘年会
１２月１８日（土）午後７時より，京急
線鶴見市場駅前の大衆酒席「正木
屋」において１５人参加のもと開催さ
れた。
コートの襟を立て，「うー寒い寒
い」と冷たい手を擦りながら参加者
がぞくぞくと集合。開会前から熱燗
を１０本注文。程良く燗された日本酒
は五臓六腑に染みわたり冷えきった
身体を温め，早くもほろ酔い。
開会に先立ち，去る７月４日にご
逝去された石井 昭先生のご冥福を
祈り，全員で黙祷を捧げた。
酒井眞一会長の挨拶の後，テーブ
ルに瓶ビールが並べられ乾杯の準備
が整い，佐藤秀夫先生の乾杯の発声
で宴会が始まった。
濃厚な味わいの自家製カラスミか
ら始まり，中トロ，ブリ，ホタテな
どの刺身盛り合わせから，特製もつ

煮，焼き物，鰻の肝などをつまみな
がら懇親の和が広がった。身体も十
分温まり，今度は冷酒や焼酎に切り
替えて一年間の憂さを晴らし大いに
盛り上がった。
お腹が落ち着いたところで，お祝
い金・お見舞金の贈呈が行われた。
本年めでたく喜寿を迎えられた香山
欣哉先生，還暦を迎えられた森田
正純先生に金一封が贈られ，両先生
の益々のご健勝を祈念して大きな拍
手で祝福した。お見舞い金は，宇佐美
雅弘先生と井澤政紀先生に。こちら
も全快を祝し大きな拍手が贈られ
た。
続いて恒例の会員近況報告へと
移った。せっかくの忘年会。一風変
わった企画をと「今年一年を振り
返って漢字一文字で表してくださ
い」というテーマを掲げ，それぞれ
に色紙にしたためてもらった。色紙

の漢字の意味合いを中心に近況報告
が行われた。「幸」，「爽」など明る
い字もあれば，「怒」，「忍」など昨
今の政治や経済事情に直結するよう
な少々暗い字もある中で，今出来る
ことを「極」めたい。さらには「和」
を大切にしていきたいという本会の
モットーとも言うべき字まで飛び出
し，今年を振り返ると同時に，来年
はさらに良い年にしようという意気
込みが伝わる報告となった。
まるで宝石のようにキラキラ輝く
イクラがたっぷり乗ったご飯を平ら
げた後，来年還暦を迎えられる菊池
誠先生により閉会の辞と一本締めが
行われた。最後に，葬儀のお礼に駆
け付けて下さった石井先生ご子息，
石井 洋先生（横浜中央支部）も加
わり全員で記念撮影をしてお開きと
なった。 （宇佐美貴弘 記）
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川 崎 支 部

川崎水橋会
１１月３日（水）晴れの特異日といわ
れる文化の日，予想通り秋晴れのな
か，川崎水橋会家族懇親会が行われ
ました。
今回は，横須賀で「軍港めぐり」
を楽しんだ後，三崎でまぐろ一式料
理を満喫するという日帰り旅行を企
画しました。川崎，武蔵小杉，溝の
口の順に停車し，３８名の参加者を乗
せたバスは，第三京浜・横横道を経
由して横須賀へ。祝日の午前中とい
うこともあってか，あっという間に
到着。横須賀軍港めぐりは，入港し
ている艦船によって毎日風景が変わ
るアジアでも最大級の軍港をめぐる

クルージングツアーです。間近でみ
るアメリカ海軍や海上自衛隊の艦
船，とりわけ２日前に帰港した原子
力空母ジョージ・ワシントンの迫力
に皆，目を輝かせていました。
その後，三崎の料亭「豊魚亭」へ
移動し，まぐろ一式料理を満喫。見
たこともないような大きいマグロの
カブト焼きに満腹!さらには当日，
４１回目の結婚記念日を迎えられた
関 暁子先生ご夫妻のお祝いのケー
キが用意され，和やかな時間を過ご
すことができました。食後は，三崎
港産直センター「うらり」でお買い
物。あれだけ食べたにもかかわら
ず，マグロラーメンを食べに行く者

もいたりして，思い思いの時間を過
ごしました。
帰りのバスは渋滞で時間がかかっ
てしまいましたが，いつの間にか
眠ってしまった皆の顔は幸せそう
で，大変楽しく，有意義な一日でし
た。 （大塩美樹子 記）
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茨 城 県 支 部

栃 木 県 支 部

平成２２年度総会，懇親会
１２月１１日（土）午後１時３０分より水
戸三の丸ホテルにて平成２２年度茨城
県支部「如水会」の総会，学術講演
会が３１名の同窓の先生の出席を得て
開催されました。
初めに小鹿典雄副会長の開会の辞
に続き，亡くなられた３名の先生方
に対し全員で黙祷を捧げました。
山口忠夫支部長の挨拶と報告事項が
なされ，大学からの来賓として髙野
伸夫千葉病院長が大学移転の現状と
入学生のお話をしていただき，同窓

会本部から昨年に続き関 泰忠先生
がご挨拶をされました。司会の荒野
実幹事長より新入会の小野寺博子先
生の紹介がされ，続いて会務報告，
県報告，国保関係，連盟関係の報告
と，会計報告がされ，議事の審議が
円滑に協議されすべての案件が承認
されました。
今年度の学術講演は東京歯科大学
クラウンブリッジ補綴学講座主任教
授・佐藤 亨先生にお願いしまし
た。演題は「歯科補綴における歯科
審美への対応─形態と色彩から─」

で講演されました。時間が短くなっ
てしまい急いで講演していただきま
したが内容の濃いしかも明日から役
立つお話をしていただきました。
記念撮影後場所を移動し，懇親会
を大峰秀樹副会長司会にて予定の時
間まで和気あいあいと大いに飲んで
楽しい時間を過ごし最後にTDC校
歌を合唱して幕となりました。また
来年度は役員が改選となり，新支部
長に小鹿典雄先生が総会で皆様に承
認されたことをご報告いたします。

（沼田裕之 記）

平成２２年度総会および学術講演会
東京歯科大学同窓会栃木県支部平
成２２年度定時総会が，平成２２年１２月
５日に宇都宮市のホテルニューイタ
ヤにて開催されました。藤森 洋常
任幹事司会のもと，井上清志副支部
長の開会の言葉に続き，菊地善郎支

部長の挨拶を頂きました。ご来賓の
東京歯科大学同窓会会長大山萬夫先
生からもご挨拶を頂きました。ま
た，東京歯科大学副学長井出吉信先
生方からは，大学の現況等のご説明
を頂きました。
各種報告および質疑応答の後，総
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千 葉 県 支 部

会は簗瀬 真副支部長の閉会の言葉
をもって，無事終了しました。
記念講演は藤森先生の司会のも
と，早稲田大学教育学部教授・
原 克先生による「すべては流線型
になる─２０世紀『科学神話』の誕
生」と題する講演を頂きました。
２０世紀前半に工業デザインとして
一世を風靡した流線型（stream
line）とはどのようなものなのか。
そして，デザインや造形といった本
来物理学用語の意味から発展し，過
去にアメリカの社会に見られた，当
時無駄と思われていたことを削ぎ落
とすこと，さらには「理想の体型」
神話やダイエット思想，ドイツでの
近代主義批判を介してナチスの国家
主義幻想などの流線型イメージの変
遷のメカニズムを明らかにし，それ
ぞれの社会がいかなる流線型イメー
ジの神話圏を作り上げたかを考察す

るといった，主題と副題からも想像
できるように非常に幅広く奥の深い
内容でしたが，現役の学生を引退し
て久しい我々にも十分に浸透すべく
言葉を選んで頂いての講演でした。
記念講演の後，坂入道子常任幹事
司会による懇親会へと移り，天沼
隆副支部長の開会の挨拶に始まり，
ご多忙の中お越しいただいた栃木県

歯科医師会会長柴田 勝先生にお祝
辞を頂きました。
会の最後には，ここ数年恒例と
なっている平成卒業者によって結成
された平成ゴスペロール隊の校歌斉
唱があり，坂入先生の閉会の挨拶を
もって全日程を終了いたしました。

（齋藤哲一 記）

平成２２年度定時総会および学術講演会
記録的な猛暑だった今年の夏。よ
うやく訪れた秋も終わり，一年の締
めくくりの１２月に入った最初の日曜
日の５日に，千葉市の京成ホテル・
ミラマーレにて，６７名の出席者のも
と平成２２年度千葉県同窓会定時総会
が開催されました。
総会に先立ち午後２時３０分より学
術講演会が行われ，講師として東京
歯科大学オーラルメディシン・口腔
外科学教授の山根源之先生をお迎え
しました。演題は「日々の臨床から
─千葉県同窓会の皆様へ─」で，東
京歯科大学市川総合病院の外来患者
のスライドを中心に，口腔癌やHIV
感染者等我々が日常臨床において遭
遇し得る症例の鑑別や対処法などに
ついて講演が行われました。

続いて総会に入りました。来賓と
して，東京歯科大学同窓会専務理事
の髙橋義一先生，東京歯科大学理事
長の熱田俊之助先生，東京歯科大学
水道橋病院長の一戸達也先生，学術
講演会を行っていただいた山根源之
先生，県歯会長の浅野薫之先生をお
招き致しました。
千葉県同窓会会長の曽我部 勉先
生の挨拶に引き続き来賓の先生方か

らご挨拶をいただきました。
その後議長・副議長が選出され，

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

曽我部 勉本会会長 懇親会で挨拶する浅野薫之県歯会長

講師の山根源之教授

支部のうごき
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京 橋 支 部

新 宿 支 部

会務報告他各報告，新入会員の紹介
が行われました。議事に入り各種会
計の決算，予算案，事業計画案，三
支部統合の承認を認める件がつつが
なく承認されました。続いて，当会
の会則並びに共済規定の見直しに関

して協議が行われました。また，現
県歯会長の浅野薫之先生が，２期目
への会長立候補を表明され，全会一
致で当会を挙げて全面的に支援して
いく事が決定されました。
その後の懇親会でも浅野先生のお

話があり，県歯会長立候補への熱い
思いが感じられました。各テーブル
でも支援に対しての話がされ，来年
度へ向け一致団結し大いに盛り上が
りのある会となりました。

（大内健二 記）

平成２２年１２月３日（金）同窓会京橋
支部（水京会）の総会・忘年会が銀
座「鳳鳴春」にて２２名の参加者で開
催されました。総会は池田弥和総務
（Ｓ６０年卒）の司会進行により，開
会の辞，臼井文規支部長（Ｓ５５年卒）
の挨拶から始まり，長井正行議長（Ｓ
３５年卒）のもと各担当幹事より平成
２２年度の各種報告がなされました。
報告後議事に移り，滞りなく各議案
は可決確定されました。総会の後は
皆待ちに待った忘年会が催され，
森川志朗先生（Ｓ４６年卒）の乾杯の
ご発声により一気に盛り上がりまし
た。京橋支部は大山萬夫同窓会長の
おひざ元であり，出席された大山同
窓会長から同窓会および，大学の水
道橋への移転の現況をお話しいただ
きました。特に同窓会員としての寄
付への心構えなどでは皆真剣に聞き
入る場面もありました。また待望の
新入会員・田中祥行先生（Ｈ６年卒）

の入会があり，紹介がされました。
本年は京橋歯科医師会としても創立
９０周年記念行事や法人化の準備等
で，多忙を極めた一年となった片山
隆京橋歯科医師会副会長（Ｓ５４年
卒），小筆正弘京橋歯科医師会専務

理事（Ｓ６０年卒）からもお話を頂き
ました。宴もたけなわとなり名残も
惜しいところですが最後に吉田浩一
副支部長（Ｓ５８年卒）の挨拶でお開
きとなりました。 （大山貴司 記）

東京都新宿区には，現在，三つの
同窓会支部があります。戦前の東京
市時代の地区割りで，淀橋支部（今
は新宿支部になっています），四谷
支部，牛込支部に分かれています。
平成２２年の暮の忘年会を合同で開
催し，本部同窓会の方針に沿って，

新宿区は一つの支部になろうとの気
運が高まっています。これからは，
より実のある会合を持つことが出来
るでしょう。
また，昭和２９年卒（二期会）の故
熊倉正治先生は，３０年にわたり，毎
年会員旅行を企画され，ご自身がツ

アー・コンダクターを勤めて下さい
ました。
場所の設定には，年に数回，奥様
とご一緒に現地を訪ね，その中で最
も感銘を受けた所を決めるというご
努力を払っていただきました。
その他，同窓生の皆様の色々な思
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東 信 支 部

い出を集めた「東京歯科大学同窓会
新宿支部写真集」を平成２２年夏に自
費自版しました。私の６６０冊あるア
ルバムの中から１枚を抽出しまし
た。 （足代弘文 記）

信州に本格的な冬の訪れを感じさ
せた平成２２年１２月４日（土）午後４時
より，上田「ささや」にて東京歯科
大学東信支部同窓会総会・講演会な
らびに懇親会が開催された。開会の
辞に続いて，佐藤秀道支部長によ
り，２年間の任期中，会務が支障な
く執り行えたことに感謝の意を表す
る挨拶があった。引き続いて報告に
移り，担当役員より今年度事業報
告・会計報告ならびに会計監査報告
が行われた。また前日に行われた同
窓会評議員会・定時総会について
佐藤支部長より，水道橋移転の現況
等についての説明があった。続いて
議事では来年度事業計画や予算案が
上程され，執行部の原案通り可決承

認された。また，任期満了による役
員改正が行われ，次期東信支部長に
土屋栄良先生が推薦され，全会一致
で承認し次期支部長をお願いするこ
とになった。

総会終了後，例年であれば学術講
演会を行うところを今年は趣向を変
え，真打「瀧川鯉昇」師匠をお迎え
しての落語鑑賞と相成った。鯉昇師
匠のプロフィール等は〈http : //

平成１０年１０月（１９９８）蓼科 白駒池散策 グリーンバレーパールホテル泊
私が支部長をしていた２期４年の中で一番面白かった旅でした。

支部のうごき
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島 根 県 支 部

www 6.ocn.ne.jp/~risho/〉を参照し
ていただくとして，さて一席。時事
問題を盛り込んだ，思わずクスッと
笑ってしまうマクラに続き，いよい
よ本編は「二番煎じ」。噺の内容を
ここに書くのは野暮というものだ
が，噺の途中で無性に日本酒と鍋が
恋しくなったのは私だけではなかっ
ただろう。すっかり鯉昇師匠の噺に

引き込まれた，あっという間の１時
間でした。
記念撮影後，鯉昇師匠を囲んでの
懇親会となった。落語を趣味とし，
ご自身でも高座に上がるほどの今井
芳明先生から専門的な質問がされた
りと，終始和やかに時が過ぎていっ
た。師匠の暖かい人柄を改めて感じ
入り，今後のご活躍を祈念して土屋

潔先生の万歳三唱で盛会のうちにお
開きとなった。 （松原 茂 記）

平成２２年１２月４日（土），５日（日），
島根県歯科医師会館にて同窓会本部
より宮地建夫先生，講師に清水病院
口腔外科の井川雅子先生（Ｓ５９卒）
をお迎えして平成２２年度総会と学術
講演会が行なわれました。学術講演
は１日目『歯科医に必要な口腔顔面
痛の知識』，２日目『口腔内特発性
疼痛の診断と治療』と題して２日間
にわたり講演をしていただきまし
た。島根県支部では，東歯の優秀な

講師の講演を同窓だけでなく同窓以
外の先生方にも聞いてもらいたいと
いう思いで，数年前より県歯の会員
の先生方に案内をしており，今回の
講演も２日間で延べ１３０名（県外３
名，DH３０名を含む）の受講者となり，
大変盛況な講演会となりました。
支部総会は，高木支部長の挨拶か
ら始まり，会務報告等が行なわれ，
宮地先生から同窓会の現状や校舎の
移転問題などについて報告がありま

した。また，地域代表理事の山根康雄
先生より同窓会本部の同窓会改革に
ついて①評議員のありかた②地域連
合の取り組み③若手の育成などにつ
いて説明がありました。最後に平成
２３年６月２５日（土）に中国地区連合会
総会が島根県松江市で行なわれます
が支部会員が一致団結して良い大会
にして他県の先生方をお迎えしま
しょうと締めくくって総会を終了し
ました。記念撮影の後，場所を『大

支部のうごき
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鹿児島県支部

橋館』に移して懇親会が行なわれま
した。２次会は大橋川沿いの店でワ

イングラスを傾けながら夜遅くまで
大いに盛り上がりました。

（青戸弘陽 記）

まだ暖かい，平成２２年１１月１３日
（土），１４日（日）鹿児島県支部忘年会
旅行が，嘗て，日本のハワイと言わ
れ，新婚旅行のメッカであった南薩
摩の地に立つ高級ホテル指宿白水館
で開催された。当初，１０人程度と思
われていた参加数も１８人の参加と
なった。当日は曇りがちの天候で
あったが，各自，午後５時には到着
し，宴会までの間，温泉にのんびり
浸り，日頃の疲れを癒した。泊った
部屋は，このホテルの中でも最高級
の建物，離宮の最上階４部屋で，各
部屋に白水館の９１才の会長さんよ
り，フルーツの盛り合わせに，東京
歯科大同窓会への感謝のメッセージ
が添えられていた。これは偏に内田
信友支部長の人脈の広さのお蔭であ
る。宴会は，支部長挨拶の後，萩原
朗会員の品の良い，にこやかな乾杯
の発声で始まった。料理も焼酎も実
に美味しい‼何十畳あろうかと思わ

れる和風の豪華な部屋に１８人では，
広過ぎる感があったが，そこは，
どっこい‼薩摩隼人‼宴酣となる
と，先輩，後輩なく，東歯の同窓と
して，酒宴の輪が彼方此方でき，そ
の輪の再編が幾度もあり，時間の過
ぎ去るのを忘れ，ついにタイムオー
バー‼漸く，まっ赤な楽しそうな笑
顔の篠原壽宏会員のお開きの弁と
なった。が，静かに部屋へ帰る輩で
はなく，役員の部屋に，重久清孝会
員らの持参した森伊蔵，三岳等を持
ち込み，部屋主達の迷惑を省りみ
ず，夜中まで飲み，部屋へ帰る時
は，残り少ない焼酎までも持って

行った。
近年感じる事であるが，若手の会
員が居ない事である。ここにも高齢
化の波が忍び寄っている。
出席者（卒）
萩原 朗（Ｓ３０），篠原壽宏（Ｓ３４），
中村逸朗（Ｓ３５），下野久夫（Ｓ３６），
内山太一郎（Ｓ４４），橋口哲彦（Ｓ
４８），内田信友（Ｓ４９），上村 光・
西 孝一（Ｓ５０），森原和久（Ｓ５１），
山﨑 学・重久清孝（Ｓ５２），鬼丸
髙久・米良豊常（Ｓ５５），長田 博（Ｓ
５７），上野 修（Ｓ５８），下津昭洋（Ｈ
４），田松裕一（Ｈ６院）

（鬼丸髙久 記）

紙面の都合により一部順序を入れ替えております

支部のうごき
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ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

新宿区は，東京３５区の時代（１９３２
～１９４７）の四谷，牛込，淀橋の３区
が昭和２２年に合併してできた区で
す。その名残りで現在新宿区には，
歯科医師会が三つあります（平成２３
年度中に四谷，牛込歯科医師会が合
併の予定）。故に東京歯科大学同窓
会支部も三つあります。ですが四
谷，牛込歯科医師会の合併にともな
い支部も近い将来３支部の統合を目
指す事となりました。原稿は新宿支
部に依頼されましたが内容は四谷，
牛込をも含んだ新宿全体の紹介にな
ります。新宿区は２３区のほぼ中央に
位置します。平成３年より都庁は新
宿にある事は皆さんよくご存知の事
と思います。かつての３５区が２２区（後
に２３区）になった昭和２２年に発足し
ました。古くは甲州街道の通り道と
して栄えた新宿地区は日本一の大繁
華街が形成されており新宿駅は鉄道
各路線のターミナル駅として日本一
の乗降客数を誇っています。北部の
落合地区は日本でも有数の高級住宅
地として有名です。旧牛込区である
東部は空襲被害が比較的軽かった為
古くからのコミュニティが続いてい
ます。（四谷地区と共に江戸時代の
武家屋敷に由来する町名がたくさん

残っています）。又，南部は，新宿
御苑，明治神宮があり緑が豊富で
す。この他，早稲田大学，東京理科
大学等，大学，学校が多数ありま
す。医療関係では慶應義塾大学，東
京医科大学，東京女子医科大学等の
大学病院，国立国際医療センター，
厚生年金病院，㈶東京都保健医療公
社大久保病院，社会保険中央病院等
の大病院が７つもあります。そして
新宿区は都内でも最も外国人登録者
が多い区でもあります。特に新大久
保周辺のコリアンタウンは韓流ブー
ムもあり全国的に有名となりまし
た。又，防衛省は新宿にあります。
この様に商業地と住宅地，歴史ある
地区と再開発地域，多国籍といっ
た，まさに大都市の光景を縮図にし
た性格を新宿区はもっています。意
外な所では，新宿区は文学者にゆか
りの地なのです。江戸時代から明治

時代に生まれた文学者に限っても
２１７名もの人達が新宿区に在住して
います。有名な人をあげてみると
芥川龍之介，有島武郎，江戸川乱歩，
北原白秋，小泉八雲，夏目漱石，林
�美子，斎藤茂吉，佐藤春夫，平林
たい子等です。まだまだ沢山の文学
者達が新宿に在住していました。新
宿は文化的な所でもあります。史跡
もありますので一度たずねてみたら
いかがでしょうか。新宿という地域
の理解に役立つ事ができれば幸いで
す。 （昭和５０年卒 古屋 忠）

新 宿 っ て ？
新 宿 区

新宿区立 林 �美子記念館
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クラス会だより

十 期 会 昭和３７年卒

平成２２年１０月１０日十期会の総会・
懇親会が行われました。前夜相当量
の雨が降り，朝から予定している東
京観光（東京で開催するのは本当に
久し振りでした）が危ぶまれました
が早朝から雨も上がり参加者全員
（会員３１名同伴５名）意気揚々と集
合場所の東京駅丸の内北口に集合致
しました。
中には何十年ぶりの東京と云う会
員も居るとの事で東京の新しい顔を
見て頂く為に常任幹事一同知恵を
絞ってコースを考えました。
東京駅から観光バスに乗車し～皇
居前広場・二重橋～六本木ヒルズ～
東京ミッドタウンを車窓見学し～新
宿に有る東京都庁展望台に上り新し
い東京の３６０度の展望を堪能しまし
た。この頃になると空を覆っていた
雲もすっかり取れ青空が覗く様にな
りました。

この後バスは首都高速道路に乗り
浅草に向かい，途中完成すれば世界
一高くなるテレビ塔「スカイツ
リー」を脳裏に刻んでおきました。
確かその時点で高さ５００Mだったと
思います。
昼食は雷門脇の有名な葵丸新で，
てんぷら料理を堪能し，デザートに
梅津君が差し入れてくれた「ずんだ
饅頭」を堪能しました。
食後はしばし仲見世を散策，浅草
寺をお参りし，徒歩で隅田川に向か
い水上バスで隅田川を遊覧し川を下
り芝浦の日の出桟橋に向かい着岸し
ました。
そこから再度バスでレインボーブ
リッジを渡りお台場の海浜公園を散
策し記念撮影を行い丁度迫った日没
の風景を鑑賞致しました。
お台場を後にしてバスは総会会場
の丸の内にある外人記者クラブ（会

長の山内君が会員になっているので
予約出来ました）に向かいます。
１８時より総会開始（会員４３名同伴
８名）。皆葉君が議長に推され庶務
報告，ならびに次回の開催について
協議が行われ次回は東京幹事が担当
しその内容に関しては今後アンケー
ト調査を行いそれに基づいて開催内
容を決定する事が決議されました。
その結果を基に東京幹事で協議し
開催内容を決定致します。内容に関
しては今後同窓会報にて発表する予
定です。
なお総会後の懇親会では外人記者
クラブ名物のステーキ・ディナー
（２００g）を堪能し和気あいあいの懇
親の中またたく間に時間が来てしま
いました。お互い別れを惜しみつ
つ，次回の再会を期して２１時閉会致
しました。 （中村靖夫 記）
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踏 志 会 昭和４１年卒

踏志会の皆さん，ご健勝のことと
存じます。第４５回踏志会は，家族を
含めて４８名の参加で開催されまし
た。一昨年に続いて，副主任であら
れた江﨑先生にもご出席を頂きまし
た。昔とちっとも変わらず飲んで，
食べて，先生の若さには一同圧倒さ
れました。今回は前泊者が４組あ
り，金曜日の夜から青木君の地元神
楽坂で大いに盛り上がり，私は久し
振りに二日酔いになってしまいまし
た。翌１３日，奥様方は歌舞伎観劇，
級友達は下町を散策。スカイツリー
見物で首が痛くなったり，話に花が
咲き乱れたりとのことでした。
午後３時３０分から東京ドームホテ
ルロビーで受付開始。まずは手を上
げて『久し振り』が最初の言葉。会
費を払っているうちに，すっかり学
生時代に戻っています。級友とは不
思議なもの。その後ドームホテルで
記念写真を撮り，揃って浅草橋へ移
動。「三浦屋」さんの屋形船に乗

船。予想外の大型船で（乗客定員９８
名），さらに掘り炬燵式のお座敷に
一同感激。また，この屋形船から眺
める東京の夜景，特に３６０度の展望
が得られる甲板からの夜景は素晴ら
しく，大変な人気でした。
総会は，目の前に沢山のご馳走が
出されているので，慎重に且つ手早
く審議し，議題は全て予定通り可決
されました。総会冒頭，上竹会長の挨
拶の中で，昨年末から今年にかけて，
残念ながら稲川英史君，横田正己
君，今仲浩二君，田中秀穂君，紺野
虔一君，笠原 保君，山口忠臣君，
７名のクラスメートが亡くなられた
ことが報告され，全員で黙祷をして

謹んでご冥福をお祈り致しました。
続いて懇親会に移り，乾杯は次回
踏志会開催幹事野坂君の発声で杯を
挙げ，準備よろしく来年１０月１５，１６
日に安比高原で開催，ゴルフ，観光
も予約しているとの報告がなされま
した。野坂君御夫婦に感謝。
さて，二次会はドームホテルで，
三次会は神楽坂でと，年を重ねるに
従って酒量も増える（？），話題も
豊富，楽しく飲んで歌って，日付も
変わってようやくお開き。Good
night となりました。１４日，朝食
後，来年「安比」での再会を約束
し，三々五々家路に着きました。

（柴山謹一郎 記）

クラス会だより
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八 実 会 昭和５３年卒

総会，藥師寺先生副学長退任，井上
先生大学院研究科長就任のお祝
一昨年福岡で卒業３０周年記念の会
を開催して以来，２年振りの「八実
会」を１１月１３日（土）水道橋「東京
ドームホテル」で開催致しました。
臼田 準君の司会で始まり，先ず
総会では前回の総会以降まだまだ若
くして逝去された，米澤，松本，
簗瀬，３名の級友に対して黙祷を捧
げ，相田孝彦君からは３０周年記念会
の報告がなされました。
議事では次期会長に大井誠一君を
指名し，又今後逼迫し始めた会費を
徴収することも全会一致で決定致し
ました。総会もスムーズに終了し，
この日のメインである祝賀会に。
私たちの元学年副主任であり，副
学長でした藥師寺 仁先生が６月末
で大役の任を解かれ，めでたく母校
を退官されました。又級友であり，
母校臨床検査学教授の井上 孝先生

は７月より大学院歯学研究科長に就
任されましたので，今回のダブル祝
賀会と相成りました。
井上先生はこの日母校の推薦入試
が行なわれたため，少し遅れての出
席でしたが，祝賀会には元副主任の
伊藤彰人先生（現在千葉県野田市，
野田病院歯科）にもお忙しい中お祝
いに駆けつけて頂き，乾杯のご発声
をいただきました。また櫻井正治君，
鈴木千枝子さんからは，学生時代や
医局時代の両先生のエピソード・思
い出話が披露され，知られざる一面
に出席者の笑いを誘っていました。
両先生への記念品贈呈後，藥師寺
先生からは「公職としてあと２年
残っている歯科医師国家試験の試験
問題評価委員を全うする一方，現在
水道橋病院の臨床教授として診療に
携わっているので今後も生涯現役歯
科医として頑張る」と，力強く述べ
られ，又井上先生は大学院研究科の

概要を説明し，「今後日本の歯科界
を担う研究者として世界へ輩出され
るような大学院生が育つ研究環境に
したい」との抱負や祝賀会へのお礼
を述べられました。
出席者一同お二人の今後益々のご
健勝とご活躍を期待し，上田祥士君
の閉会の辞で和やかに「八実会」はお
開きとなりました。その後会場を移
しての二次会となりましたが，今回
出席していただいた皆さんには厚く
お礼申し上げます。（永江健一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

クラス会だより
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OB会・グループ・サークルだより

自動車部OB会では，毎年各地
で轍会ミーティングを開催しており
ます。今年は第１１回目として１０月９
日，静岡県静岡市の山奥にある梅ヶ
島地区の温泉・スポーツ施設，宿泊
ロッジを備えた金山温泉にて開催し
ました。集合に当たってはさすがに
自動車部OB，車での参加が多く，
とくに６７歳を筆頭に３名の熟年？か
ら２０歳を含む現役４名の７名４台
は，延べ２００キロのツーリングを楽
しみました。コースは７時に東名中
井 PAに集合し，大井松田 ICから
足柄峠，明神峠，三国峠，山中湖を
経て忍野八海の観光をしました。そ
の頃には小雨模様の空が本格的降雨
となり走行も困難になってきまし
た。そこでスケジュールを修正し西
湖を経て富士宮でＢ級グルメ２年連

続チャンピオンの焼きそば屋「うる
おいてい」で昼食タイムをとる。や
はり絶品だった。その後桜峠，安部
峠，を経て梅ヶ島金山温泉で１６時別
行動隊と合流しました。
最年長の臼井久雄先生（４０年卒）
を始めとするOB７名，現役自動車
部員５名の計１２名が用意された一戸
建ての田舎風ロッジに集合し，交歓
会は穏やかな雰囲気の中進行してい
きました。
今回のミーティングは親睦，交流
を目的とした為，各参加者の紹介の
後，あいにくの雨の中でしたが，天
然温泉を堪能。夕食は付属のバーベ
キューハウスにて一同が用意された
幹事自ら釣ってきたヤマメの塩焼
き，イワナの骨酒，山キノコ，鹿肉
などを始めとした山川の珍味を味わ

いながら楽しく会話も弾み，心身と
もに満足しました。
夕食後ロッジでも，囲炉裏の炭火
を囲み，夜遅くまで話の花が咲き，
OB，現役メンバーが一つ屋根の下
で大部屋に布団を並べ，まるで学生
時代の「市川での合宿」を彷彿させ
る雰囲気の中満足して眠りにつきま
した。
翌朝は山の澄んだ空気の中，朝食
を済ませ，各自またの再会を約束し
散会。静岡の自然を全身で楽しみ，
日頃の疲れも取れた充実したミー
ティングでした。
参加メンバー（臼井先生，浦井先
生，橋本先生，実成先生，山田先
生，林先生，幹事・大石，現役メン
バー５名）

（昭和４５年卒 大石昭二 記）

自動車部OB会
第１１回「轍会」静岡ミーティング
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穏やかな陽光に恵まれた平成２３年
１１月２１日（日），千葉校舎講堂にて東
京歯科大学管弦楽団第３３回定期演奏
会が開催されました。学生部員とと
もに演奏に参加した管弦楽部OB
会員のみならず，聴衆としても多く
の本学OB・OGにご参集いただき
ました。
プログラムはモーツァルト作曲の
歌劇「フィガロの結婚」序曲，ブ
ルッフ作曲のバイオリン協奏曲第一
番（独奏：岩田慶子），ベートー
ヴェン作曲の交響曲第５番「運命」
の３曲（指揮：直井大輔）で，いず
れも名にし負う名曲ばかり。今回の
来場者は三百数十名と，駅前チラシ
配布を始め現役部員達の地道な広
報・宣伝活動とも相まって，千葉校
舎講堂での定期演奏会始まって以
来，最高数のお客様をお迎えしての
開演となりました。
出演のOB会員は昭和２８年卒（一
期会）の多胡 彬OB会名誉会長

から平成２２年卒の研修医までの２３
名。５０数余年のOB歴の違いはあ
れど，お客様を前に音楽を奏でる歓
びを，学生達と共有できたと思いま
す。
快活・颯爽とした演奏で喝采を浴
びたオープニング「フィガロ」に引
き続き，実力と美貌の新星，岩田慶子
さんと共演の協奏曲も，清冽なバイ
オリン独奏にオーケストラが力強く
応え，聴衆を大いに魅了しました。
休憩後，メイン曲「運命」の主題が
一糸乱れず（誇張ではなく）鳴り響
き，「苦悩」から「歓喜」の終結ま
で緊張感のある演奏でプログラムを
終えました。鳴り止まぬ拍手にお応
えしたアンコールを含め，お客様に
楽しんでいただけたと思います。
演奏会後，厚生棟食堂において懇
親会が行われました。演奏会の成功
を犒い，OB会から指揮者，独奏
者，学生それぞれに金一封をお贈り
しました。散会後は世代毎に二次会

に移行，それぞれに盛り上がったと
のことでした。
演奏参加OB・OGは以下の通り
です。バイオリン：多胡 彬，矢﨑
洋子，川口 充，齋藤裕香，東條
倫子。ビオラ：鏡 宣昭，岡崎 真，
酒寄孝治。チェロ：和光 衛，宮田
麻未。フルート：伊藤彰人，増岡
郁子。クラリネット：水野剛志，林
郁恵。ファゴット：板垣光信，矢﨑
宣利。ホルン：野津秀郎，下島
隆志。トランペット：鈴木祥夫，神尾
崇，大串圭太。トロンボーン：加藤
広之，勢島 典

（昭和５７年卒 加藤広之 記）

管弦楽部OB会
管弦楽団第３３回定期演奏会参加

OB会・グループ・サークルだより
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１月
１） 理事会
１月１５日（土） 第１回理事会

２） 委員会
１月６日（木） 事業推進部（学術委員会・フォーラム講

師との打合せ）
１１日（火） 事業推進部（学術委員会・フォーラム

講師との打合せ）
１２日（水） 会長副会長連絡会
１２日（水） 広報部（会報委員会）
１２日（水） 事業推進部（学術委員会・プログラム

委員会）
１３日（木） 事業推進部（学術委員会・プログラム

委員会）
１４日（金） 事業推進部（大学・同窓連携委員会・

インプラントセミナー講師打合せ）
１４日（金） 渉外部委員会
１８日（火） 広報部（ホームページ委員会）
１８日（火） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２０日（木） 総務関係打合せ
２１日（金） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２４日（月） 事業推進部（学術委員会・企画委員会）
２５日（火） 事業推進部（全体委員会）
２６日（水） 事業推進部（若手研修委員会）
２８日（金） 母校創立１２０周年記念事業水道橋移転に

伴う募金に関する検討会

３） 出張
１月７日（金） 千代田支部新年会 大山会長出席
１５日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

大山会長出席
２１日（金） 芝支部総会・新年懇親会 大山会長出席
２２日（土） 杉並支部新年会 大山会長出席
２８日（金） 浅草・下谷支部合同新年会

大山会長出席
３０日（日） 埼玉県支部新年会 大山会長出席
３０日（日） 平成２２年度愛知県支部総会

梅村副会長出席

４） 事業
１月１７日（月） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話

会準備会

２月
１） 理事会
２月１６日（水） 第１回常任理事会

２） 委員会
２月１日（火） 会長副会長連絡会
３日（木） 事業推進部（学術委員会・歯科学報座談

会打合せ）
４日（金） 事業推進部（保険委員会）
４日（金） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
７日（月） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
９日（水） 広報部（会報委員会）
１４日（月） 事業推進部（学術委員会・将来像検討B

委員会）
１５日（火） 事業推進部（学術委員会・プログラム

委員会）
１７日（木） 広報部（ホームページ委員会）
１９日（土） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２１日（月） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２２日（火） 事業推進部（学術委員会・運営委員会）
２３日（水） 事業推進部（若手研修委員会）
２５日（金） 広報部（会報委員会HP委員会・正副

委員長会議）
２８日（月） 事業推進部（学術委員会・企画委員会）

３） 出張
２月６日（日） 東海地域支部連合会支部長会

梅村副会長出席
６日（日） 滋賀県支部総会

学術講演会 講師・一戸達也教授（母校）
１１日（金・祝） 東京医科歯科大学歯科同窓会創立８０

周年記念式典・講演・祝宴 大山会長出席
１９日（土） 北多摩支部総会・懇親会 大山会長出席
２０日（日） 三重県支部総会 梅村副会長出席

学術講演会 講師・花岡洋一准教授（母校）

４） 事業
２月１０日（木） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話

会準備会
２０日（日） TDC卒後研修セミナー〔東京歯科大学

同窓会フォーラム（「国民に最良の歯科
医療を提供するために」～日本人の健康
感と日本型歯科医療制度を探る～）

２４日（木） 第５８回全国歯科大学同窓・校友会懇話
会準備会

庶 務 日 誌
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●昭 ２５ 卒 村 上 雅（８３歳） ２２．１０．１０
室 蘭 支 部 〒０５２‐００２５ 伊達市網代町３５

●昭 ２３ 卒 丸 川 萬吉郎（８４歳） ２２．１１．２５
兵庫県支部 〒６６２‐００１５ 西宮市甲陽園本庄町８－２０

●昭 １９．９ 卒 栗 原 恒 夫（８７歳） ２２．１２．１
静岡県支部 〒４１１‐０８５８ 三島市中央町１－３１

●昭 ５７ 卒 森 本 光 明（５４歳） ２２．１２．２
大 学 支 部 〒２７１‐００８７ 松戸市三矢小台２－１６－２

●平 ３ 卒 渡 辺 一（４５歳） ２２．１２．２
墨 田 支 部 〒１３０‐００２２ 墨田区江東橋４－２４－９－１１０６

●昭 ２４ 卒 西 尾 宏 英（８４歳） ２２．１２．６
豊 島 支 部 〒１７５‐００８２ 板橋区高島平３－１１－１－６１０

●昭 ４７ 卒 近 藤 忠 雄（６６歳） ２２．１１．１３
芝 支 部 〒１４５‐００７１ 大田区田園調布１－６２－１６

●昭 １５ 卒 守 仁 郎（９５歳） ２２．１１．２７
荏 原 支 部 〒１４２‐００６４ 品川区旗の台６－２７－１

●昭 １９．９ 卒 金 子 義 泰（８６歳） ２２．１２．１２
西多摩支部 〒２０５‐００２３ 羽村市神明台２－１１－２

●昭１６．１２卒 栗 田 稔（８９歳） ２２．１２．７
静岡県支部 〒４１０‐０８６２ 沼津市幸町４

●昭 ２７ 卒 富 田 功（８１歳） ２２．１２．１７
新潟県支部 〒９５９‐２０２１ 阿賀野市中央町１－５－１

●昭 １８．９ 卒 三 原 寿 夫（８７歳） ２２．１２．１９
群馬県支部 〒３７０‐３６０７ 北群馬郡吉岡町小倉４４７

●推 薦 会 員 呉 溪 順（１００歳） ２２．１２．１６
沖縄県支部 台湾嘉義市西区光彩街５６２

●昭 ２５ 卒 鈴 木 宇（８７歳） ２２．１２．１３
蒲 田 支 部 〒２３６‐００５２ 横浜市金沢区富岡西４－７９－９

●昭 ２７ 卒 新 橋 隆 幸（８１歳） ２２．１２．２５
千葉県支部 〒２８６‐００２８ 成田市幸町４７６

●昭 ２４ 卒 新 井 誠 司（８３歳） ２２．１２．２２
埼玉県支部 〒３４７‐００６６ 加須市本町７－２２

●昭 １４ 卒 金 子 裕（９３歳） ２２．１２．２１
愛知県支部 〒４５７‐０８０５ 名古屋市南区三吉町２－４０

●昭１６．１２卒 松 浦 誠 一（９２歳） ２３．１．３
茨城県支部 〒３１９‐１７０２ 北茨城市大津町西町１３５０

●昭 １３ 卒 松 崎 強（９５歳） ２２．１２．２９
杉 並 支 部 〒１６７‐００５１ 杉並区荻窪５－１５－１６

●昭 １９．９ 卒 河 本 實（８７歳） ２２．１２．２８
和歌山県支部 〒６４１‐００５２ 和歌山市東高松１－３－３８

●昭 １６ 卒 林 幹 夫（９１歳） ２２．１．６
兵庫県支部 〒６５１‐００５６ 神戸市中央区熊内町５－８－２０

●昭 ２５ 卒 千 野 忍（８３歳） ２３．１．１９
北多摩支部 〒１８４‐００１１ 小金井市東町４－８－１７

●昭 １６ 卒 井 田 實（９１歳） ２３．１．１９
群馬県支部 〒３７１‐００２４ 前橋市表町２－２８－２０

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）
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学友牧 完充君逝く �驥会（昭和３０年卒）

山脇正臣君を悼む ひとは会（昭和４５年卒）

去る１１月１１日
学友牧 完充君
（８３才）が他界さ
れた。昭和２３年
から６２年間の親
交があった。
君は昔から寡

黙な人で，どちらかと言うと人付合

は悪い人でした。何にしろ東歯予科
へ入学する前に，電気関係の専門学
校へ通っていたそうで，彼の趣味は
ラジオやオーディオの部品を集めて
自分で組み立て，音を作ることでし
た。秋葉原の商店街に行ったら１日
でも２日でも歩き廻り，気に入った
真空管があれば何んとか入手して自

室の装置に取り付け，音を作り出し
喜んでいた。そんな君が卒業後５５年
間働いて二人の息子を立派な歯科医
師に育てあげた。
永い間ご苦労様。あとは天国で好
きな装置を心置きなく手掛けて下さ
い。 合掌

（石井俊男 記）

山脇正臣君が
亡くなった。
東歯大１８期生
（１９７０年卒）の
山脇君は不運に
も１０年前より病
気療養中であっ

たが，去年１１月９日に氏を支え続け
看護された雅香夫人やご家族に見守
られながら召天された。享年６６歳

だった。山脇君の学生時代は自動車
部で，あの市川のグランド隅のガ
レージで車の下にすべり込み，油に
まみれた真黒な笑顔を思い出す。
卒業後は暫く航空自衛隊に勤務し
ていたが，倉敷市八王子の尊父の医
院に帰ってからは，その温厚で誠実
な人柄ゆえに患者の信頼も厚く，氏
の本領発揮となった。医院経営の傍
ら，医学部に通っての研究，倉敷市

歯科医師会長やロータリークラブの
会長を務める傍ら，様々な団体の世
話や社会奉仕と，正に八面六臂の活
躍だった。
山脇君は医政にも熱心で慧眼と言
うべきか，かつて青年歯科医師の集
会に出席した橋本龍太郎氏（当時政
務次官）に向って「先生はやがて厚
生大臣，そして総理大臣となられる
人ですから…」と堂々と言っての

●昭 ２４ 卒 香 川 亘（８３歳） ２３．１．２０
墨 田 支 部 〒１３１‐００４３ 墨田区立花２－５－７

●昭 ２２ 卒 稲 葉 和 輝（８５歳） ２３．１．１５
川 崎 支 部 〒２１４‐００２１ 川崎市多摩区宿河原３－１－３

●昭 ４２ 卒 田能村 宣 久（６９歳） ２３．１．２３
埼玉県支部 〒３４０‐００４１ 草加市松原１－１－６－７０４

●昭 ４３ 卒 井 上 好 平（６７歳） ２３．１．２４
愛知県支部 〒４７９‐０８３６ 常滑市大野町８－１２５

●昭 ２６ 卒 板 倉 八重子（８１歳） ２３．１．４
千葉県支部 〒２６４‐００２３ 千葉市若葉区貝塚町１３１２－９

●昭 ２３ 卒 沖 義 郎（８４歳） ２３．１．２７
高知県支部 〒７８１‐０２４０ 高知市横浜１５５－１－８０２

●昭 ９ 卒 永 田 穣（９８歳） ２３．１．２８
兵庫県支部 〒６０３‐８１０３ 京都市北区小山北玄以町３８

●昭 ２２ 卒 五 味 武 一（８４歳） ２３．１．２９
秋田県支部 〒０１５‐００７６ 由利本荘市花畑町３－１６

●昭 ２８ 卒 相 田 英 孝（８１歳） ２３．１．２９
北多摩支部 〒２０２‐００１４ 西東京市富士町４－５－１６

●昭 １２ 卒 山 本 敏 彦（９６歳） ２３．２．７
島根県支部 〒６９３‐００３２ 出雲市下古志町７７３－３

追 悼

逝 去 会 員
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急いで逝ってしまった 水津 博君 八輪会（昭和５０年卒）

渡辺 一先生 朋友会（平成３年卒）

け，我々を唖然とさせたが，後年
まったくその通りとなった。
山脇君を偲ぶ時，あの良い声で
朗々と歌う姿が目に浮ぶ。「守るも
攻むるも鋼鉄の…浮べるその城日の
本の皇国の四方を守るべし…」この
詞の様に氏は常々祖国防衛と愛国を

熱く説き，好んだ言葉も「事に臨ん
では危険を顧みず身をもって責務の
完遂に務める」そして「世のため，
人のため」をモットーにしていた。
これから，更に大きく羽ばたくと
みんなに期待されていた矢先に，大
病により長期療養となったのは無念

の極みだが，３代目院長の御子息の
将貴先生が立派に継承されているの
が心強く有難いことである。ご冥福
を心よりお祈りしたい。 合掌

（佐藤征紀 記）

親友だのに，
手術後の経過を
電話で聞いて，
見舞いを断られ
てしまい，しば
らくは落ち込ん
でしまいまし

た。今からよく考えてみると，僕た
ちを避けていた君の気持ちがよく判
りました。
いつも元気な君だったから，
ちょっとでも弱った自分を見られ，
僕らに心配をかけたくなかったので
すね。
急いで逝ってしまった。新しいも

の好き。君はいつも流行を先取りし
て，いろいろなことを教えてくれま
した。中野あたりでは「やまちゃ
ん」と自分のことを名乗り，若い子
のいるお店に案内してくれたね，カ
ラオケが大好きでしたね。
ENDOを教えてくれた。卒業し
て，臨床を始めると一番難しかった
のが歯内療法，一生懸命やってもな
んだか結果に結びつかずに不安を抱
えていたけれど，君との意見交換で
少しずつ好きになってきました。総
義歯のこと，咬合のこと，その他仕
事や遊びにいつも話し相手をしてく
れて，相談に乗ってくれましたね。

十年以上，一緒にENDOの講習
会やりました。歯内療法のおもしろ
さを皆さんに解ってもらいたくて，
いろいろと工夫を凝らした講習会で
ありました。先に行ってしまったけ
れどいつかは僕たちもそっちの世界
に行くことになるよ。君はいつでも
僕らより新しいものを先取りしてい
たよね。そちらの世界がどうなのか
は，分からないけれど，君なりに結
構楽しんでいるのではないかと思い
ます。それではそちらでまたお会い
できる日を楽しみに生きていきま
す。 合掌

（久木留廣明，保坂 誠 記）

１２月４日の夜，
メールで彼の訃
報を知った。糖
尿病の悪化によ
る突然死だっ
た。
卒業後，口腔

外科第二講座に入局し，外来や病棟
を忙しく駆け回り粉骨砕身，働い
た。学位論文のテーマは口唇顎口蓋
裂で講座のメインテーマであった。
当時は教授が不在で不安定な状況
下，バランスをとって仕事をするの
はとても大変だったと思う。平成８

年からは助手として水道橋病院に勤
務し，平成１４年には千葉病院に戻
り，多くの手術を執刀してきた。平
成１６年に退職し，平成２１年４月に念
願の地元千代田区で開業したばかり
だった。
御両親を早くに亡くし，妹さんと
二人だったが，明るく，面倒見のよ
い性格で先輩や後輩からも慕われて
いた。人との付き合いをとても大切
にし，お酒も大好きだったので，何
回一緒に飲んだか数えきれない。豪
快な反面繊細で，RX－７に似合わ
ない体つきも印象的だった。通夜，

告別式にはわずか４５年の短すぎる人
生を惜しむ多くの方々が参列し，改
めてその広い人脈に驚かされた。な
ぜ体のケアを怠ったのか，もしくは
出来なかったのか理解できないが，
昨今の歯科業界の厳しさもあったの
かもしれない。彼の苦労を思うとと
ても悔しく残念でならない。仕切り
屋の彼のことだから，天国で飲み屋
でも予約して待っていてくれること
だろう。 合掌
（平成４年卒・花井淳一郎 記）

追 悼
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広報部委員会
委 員 長 三友 和夫
委 員 東郷 幹夫

小池 修
古澤 成博
志村 圭子
福井 雅之
渡邊 宇一
島田 篤

広報部担当理事 臼田 準

◆投 稿 規 定
⑴ 原稿締切り
原稿の締切りは，奇数月の１０日までとし，原則
として翌月発行の会報に掲載いたします。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮ください。ワープロ使用の場合は１行
１６字で設定して下さい。写真はピントのあった
ものを，大きいサイズ（２Lなど）で，集合写
真のみでなく，スナップなども添えて下さい。

⑶ 投 稿 字 数
① 「すいどうばし」欄（随想，詩，短歌，時評な
ど）は，１編１，６００字程度

② 「支部のうごき」「クラス会だより」は，本文
のみの場合１，６００字程度。写真が入る場合，３

段抜き９００字，２段抜き４００字，１段抜き２００字
減らして下さい。

③ 「追悼」は，５００字程度
⑷ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。
なお，掲載については委員会にご一任いただきます。

⑸ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真などの場合は，その旨書き添えて
下されば返送いたします。
写真は同窓会ホームページにも掲載されること
があります。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページhttp : //www.tdc-alumni.jp/membersonly/kouhoubu.php をご覧下さい。

◆へんしゅうこうき ★ 今年に入って，２ヵ月近く経ちましたが，同窓の先生方は，寒いなか有意義に過
ごされていらっしゃいますか？
年々，時間の経過が早くなるのは，しょうがありませんが，時に，今年すべき
事，したい事等，今後の事をゆっくり考える時間を持つのは，大切ではないでしょ
うか。
一般の就職活動では，３０年先にも繁栄してる会社をと，考えるそうですが，歯科
の３０年先は？ 大学移転も近づき，本学の１０年先，３０年先は？
先輩の諸先生方が，大学の将来を考えて下さった教育のおかげで，現在の国家試
験合格率，その後の同窓の活躍があると思います。
その一環としての，水道橋移転，益々の大学の発展の礎になると思いますし，同
窓の皆様の協力も，大きな助けになるはずです。
先の事と言えば，お子さんのいらっしゃる同窓の先生方は，子供が，高校くらい
になると，進路に関して，いろいろ考えを巡らせるとおもいます。私も，同級生
や，後輩に，最近良く尋ねられます。この仕事は，どうか？と。
７８歳で，まだ現役で働いている母や，歯科医師会の女友達とも話すのですが，女
性差別もないし，学生時代の勉強，働き始めの大変さには，段々慣れてくるし，自
分の努力次第で，達成感を得られるので，悩んでるなら，歯科の道へ進んだらどう
かなと……。
１０代で仕事をイメージするのは，難しいし，勉強にクラブに忙しい毎日でしょう
が，勉強だけではない体験や読書から，多くのものを吸収して，将来を考えて欲し
いと望みます。
個人的にも，年をとればとるほど，静かな思索の時間の重要性を感じています。
まだまだ，冬真っ最中です。雪，噴火等，自然の猛威の中，健康に気をつけて，
お過ごし下さい。 （志村 圭子 記）

平成２３年２月２０日 印刷
平成２３年２月２５日 発行
東京歯科大学同窓会会報 第３８０号
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